














The Present Situation of Globalization in the College of Industry and Technology: 
Dealing with the globalization of the National Institute of Technology, Ibaraki College 
and our school 

長森 清 1)，福永 堅吾 1)，富永 一利 2) 
 
Kiyoshi Nagamori 1)，Kengo Fukunaga 1)，Kazutoshi Tominaga 2) 

Abstract: What we wish to show in this paper is the present situation of globalization in the college of industry and 
technology.  To begin with, we describe that The Ministry of Education, Science, Sports and Culture announced a 
cultivating Japanese with English abilities. So English education of Japan has rapidly been changing recently.  
Next, we report our inspection of Ibaraki College National Institute of Technology because we are concerned with 
education of global talents, globalization of the educational environment in this college.  Furthermore, we refer to 
the Global Engineer Program and Global Communication Oasis in our school.  Finally, we point out some problems 
about English education in our school.  
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
．はじめに
21 世紀に入り，日本の英語教育が大きく変化している．2001 年（平成 13 年）1 月に出された「英語指導
方法等改善の推進に関する懇談会」の報告を受け，英語教育の指導方法の改善や生徒の英語コミュニケーシ










                                                   
1) 東京都立産業技術高等専門学校 ものづくり工学科 一般教養 














めた．SELHi 指定校は 169 校で実施され，英語授業の改善，英語教員の指導力向上や指導体制の充実，生徒
の英語モチベーション向上，入試での評価改善などが行われた． 
 これらの現状を踏まえ 2009（平成 21 年）年 3 月 9 日に高等学校の新学習指導要領が告示され，2013 年（平
成 25 年）4 月から施行された．この学習指導要領は，教育基本法や学校教育法の改訂などに伴って，従来に
ない大きな変化が含まれているものだが，こと外国語科（英語科）では，科目構成の大幅な変更があり，近
年類を見ない大規模な改訂となっている．また，文部科学省は，2012 年（平成 24 年）から大学においても，
文部科学省事業「グローバル人材育成推進事業」に 42 の大学が採択され，2014 年（平成 26 年）には「ス






2016 年（平成 28 年）3 月 15 日，生産システム工学コース教授・富永一利，一般教養科准教授・長森清，
一般教養科助教・福永堅吾の 3 名は，茨城工業高等専門学校（以下，茨城高専）を視察する機会を得た．茨
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Table. 1 平成年度プログラムスケジュール概略 
 日付 都市名 交通 時間 スケジュール 
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5 9/6(日) ショアライン  終日 終日ホストファミリーと過ごす (ホームステイ) 
6 9/7(月) ショアライン  終日 
 
祝日 (Labor Day) 
終日ホストファミリーと過ごす (ホームステイ) 































10 9/11(金) 成田  15:00 成田空港着，入国手続き後，解散 
 
．主要訪問先
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ルにあるAviation High SchoolやTechnical Collegeなどで同じ目標を持っている同世代の学生とコミュニケ
ーションを取れたら，より有意義なものになると考える． 
 

















































































































 2013 年（平成 25 年）6 月，国際感覚を養う目的で国際交流ルーム（Global Communication Oasis，以下
GCO）が開設された．GCO では，ネイティブ講師の英会話レッスンを受けたりやフリートークを楽しんだ
り，海外の DVD や資料などを自由に閲覧できる．ここでは 2014 年度～2016 年度 6 月までの品川キャンパ
スの GCO の利用状況を見て，現状と改善点を述べることにしたい． 
 
Table. 2 年度ＧＣＯ利用状況 





Table. 3 年度ＧＣＯ利用状況 
品川キャンパス 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 累計
英会話カフェ 㻣 㻠 㻠 㻣 㻙 㻞㻜 㻢 㻞 㻝 㻤 㻙 㻡㻥
英会話レッスン 㻠 㻠 㻢 㻡 㻙 㻝㻢 㻠 㻡 㻠 㻡 㻟 㻡㻢
GCOルーム管理（OPEN DAY） 㻝㻥 㻝㻢 㻝㻣 㻟 㻙 㻠㻥 㻤 㻡 㻞㻠 㻞㻞 㻟 㻝㻢㻢
グローバルエンジニア育成プログラム英会話指導 㻙 㻙 㻙 㻙 㻤㻜 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻤㻜
学生交流プログラム事前英会話指導 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻡
学生交流プログラム事前準備 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻤 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻤
国際交流プログラム企画運営 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻞 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻞
留学相談会 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝㻡
TOEIC講座 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝㻞㻟 㻙 㻙 㻝㻞㻟
海外体験セミナー 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻝㻣 㻙 㻙 㻝㻣
合計 㻟㻜 㻞㻠 㻞㻣 㻝㻡 㻝㻞㻡 㻝㻣㻡 㻟㻟 㻝㻞 㻝㻢㻥 㻟㻡 㻢 㻢㻡㻝
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2015 年度（平成 27 年度）は年間 911 人（延べ人数）が利用している．その内訳は，1 学年 440 人，2 年
104 人，3 年生 113 人，4 年生 199 人，5 年生 22 人，その他 33 人となっている．2014 年度に比べて利用者
数は大幅に増えたことがわかる．学年の利用者数を見ても，5 年生の利用は極端に少ないのがわかる．学年
が上がると利用しづらい傾向にあり，いかに低学年から積極的に利用させるかが大きなポイントになる．そ
こで，1 年生に積極的に声を掛けたことが利用者数の大幅増加の理由である．その 1 年生がシンガポールの
ニーアン・ポリテクニックの学生との学生国際交流プログラムにも多くの学生が参加した．参加学生の 7 割
が 1 年生であったことは，今後大きなプラスになる．この 1 年生が卒業するまで継続的に GCO を利用した
り，国際交流プログラムに参加してくれれば，全体の利用者が更に増えると考えられる．また，4 年生の利












Table. 4 年度ＧＣＯ利用状況月末現在 
品川キャンパス 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 累計
英会話カフェ 㻟 㻜 㻤 㻟㻣 㻜 㻠 㻣 㻜 㻜 㻝㻠 㻜 㻣㻟
英会話レッスン 㻝㻝 㻝㻜 㻡 㻤 㻜 㻝㻠 㻡㻠 㻡㻝 㻟 㻜 㻜 㻝㻡㻢
GCOルーム管理（OPEN DAY） 㻝㻥 㻟㻜 㻝㻣 㻝㻠 㻡 㻟㻤 㻞㻢 㻞㻤 㻟㻠 㻞㻢 㻜 㻞㻟㻣
グローバルエンジニア育成プログラム英会話指導 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻢 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻢
学生交流プログラム事前英会話指導 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻝
学生交流プログラム事前準備 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻠 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻠
国際交流プログラム企画運営 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻜㻠 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻜㻠
留学相談会 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻝
TOEIC講座 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻢㻣 㻜 㻜 㻝㻢㻣
海外体験セミナー 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻞
合計 㻟㻟 㻠㻜 㻟㻜 㻡㻥 㻣㻟 㻞㻡㻡 㻥㻤 㻣㻥 㻞㻜㻠 㻠㻜 㻜 㻥㻝㻝
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2016 年度（平成 28 年度）10 月現在で 800 人（延べ人数）の学生が利用している．その内訳は 1 学年 298
人，2 年 199 人，3 年生 143 人，4 年生 127 人，5 年生 8 人，その他 25 人となっている．2014 年度，2015







12 月の直前講習だけではなく，年間を通して計画的に TOEIC の勉強をしてほしいとの思いからである．そ
の結果，4 年生の学生の利用が例年のこの時期よりも多くなっている．また前期の毎週火曜日には，訪日外




なればと思ったことである．その他にも English through Science というイベントを企画し，「英語で電子回
路・LED を学習」（定員 12 名）を行った（2016 年（平成 27 年）7 月）．これは外国人講師と一緒に，回路
をつなぎ，LED を光らせるための基本を英語で学ぶという催しで，コンデンサが内部に電気を蓄える性質が
あることも実験を通じて学習でき，学生からは大変好評であった．同企画の第 2 弾では，「英語でプラネタリ
ウム制作」（定員 15 名）を行った（2016 年（平成 27 年）11 月）．いずれの企画も，ものづくりをしながら
外国人講師とコミュニケーションが取れると好評で，今後もこのような催しを開いていきたい．2016 年度後
期に開設したエンジニア英語講座や TOEIC 講座にも多くの学生の受講申し込みがある．特にエンジニア英
語講座は今年度初めて開設したが，学生からの応募が多く定員 10 名のところを 35 名で行い，学生は休まず






品川キャンパス 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 累計
英会話カフェ 46 33 17 6 0 0 55 0 0 0 0 157
英会話レッスン 24 105 69 49 0 0 126 0 0 0 0 373
GCOルーム管理 59 79 37 15 0 0 43 0 0 0 0 233
グローバルエンジニア育成プログラム英会話指導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学生交流プログラム事前英会話指導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学生交流プログラム事前準備 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国際交流プログラム企画運営 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
海外体験セミナー 0 0 0 0 0 0 28 0 0 0 0 28
留学相談会 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 9
TOEIC講座 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0







本論 3-2 で述べたように，本校の GCO では学生の学習機会を増やすべく，多種の企画をセッティングし
て，利用学生数を着実に増加させている．この取り組みは，本校での英語の授業時間数の不足という課題解
決の一助ともなっているのではないかと考える．本校のカリキュラムは，1 年次には「英語Ⅰ」が 4 単位，
選択科目として「基礎英語演習Ⅰ」が 1 単位，いずれも 45 分×単位数になる．しかし，多くの高等学校のカ
リキュラムは，「コミュニケーション英語Ⅰ」を 4 単位，「英語表現Ⅰ」を 2 単位として 50 分×6 単位数とな
る．その他に学校設定科目として 1 年次に「英語会話」，2 年時からは大学受験対策の科目なども設定してい
る．したがって高専における英語の授業時間数は，高等学校におけるそれのおよそ半分の時間になる．限ら
れた時間数のなかで，いかに高専学生に英語力をつけさせるかについては，今後も大きな課題である．この
点は，例えば多くの学生に GCO を利用してもらうことで解消できる面もあると考える． 
過去 4 年間の GTEC for STUDENTS Basic，TOEIC Bridge，TOEIC の各試験の平均スコアは，少しず
つではあるが上がっているのがわかる．しかしながら，TOEIC 受検においても本校の学生には解消すべき点
がある．センター試験を経験している大学生は，高校 3 年時に 80 分のリーディング，約 30 分のリスニング
の練習問題を多くこなしているが，本校の学生の多くは英語試験の受検に慣れていないため，75 分のリーデ
ィングと 45 分のリスニングにおける集中力が続きづらいという弱点がある．この点についても，英語の授業
内での継続的な演習や，GCO で開設する TOEIC 対策講座をうまく利用させ，弱点の克服を試みさせる． 
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本論 3-2 で述べたように，本校の GCO では学生の学習機会を増やすべく，多種の企画をセッティングし
て，利用学生数を着実に増加させている．この取り組みは，本校での英語の授業時間数の不足という課題解
決の一助ともなっているのではないかと考える．本校のカリキュラムは，1 年次には「英語Ⅰ」が 4 単位，
選択科目として「基礎英語演習Ⅰ」が 1 単位，いずれも 45 分×単位数になる．しかし，多くの高等学校のカ
リキュラムは，「コミュニケーション英語Ⅰ」を 4 単位，「英語表現Ⅰ」を 2 単位として 50 分×6 単位数とな
る．その他に学校設定科目として 1 年次に「英語会話」，2 年時からは大学受験対策の科目なども設定してい
る．したがって高専における英語の授業時間数は，高等学校におけるそれのおよそ半分の時間になる．限ら
れた時間数のなかで，いかに高専学生に英語力をつけさせるかについては，今後も大きな課題である．この
点は，例えば多くの学生に GCO を利用してもらうことで解消できる面もあると考える． 
過去 4 年間の GTEC for STUDENTS Basic，TOEIC Bridge，TOEIC の各試験の平均スコアは，少しず
つではあるが上がっているのがわかる．しかしながら，TOEIC 受検においても本校の学生には解消すべき点
がある．センター試験を経験している大学生は，高校 3 年時に 80 分のリーディング，約 30 分のリスニング
の練習問題を多くこなしているが，本校の学生の多くは英語試験の受検に慣れていないため，75 分のリーデ
ィングと 45 分のリスニングにおける集中力が続きづらいという弱点がある．この点についても，英語の授業
内での継続的な演習や，GCO で開設する TOEIC 対策講座をうまく利用させ，弱点の克服を試みさせる． 
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[3] IELTS（アイエルツ）は International English Language Testing System の略称で，イギリス，オー
ストラリア，カナダ，ニュージーランドの多くの高等教育機関において英語力の証明として認められて
いる英語試験である．アメリカでも TOEFL に代わって入学審査の際に採用する教育機関が増えている． 








[7] 平成 27 年度第 11 回教職員会議（品川キャンパス）にて報告したデータである． 
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